
【あおぞら】 3月3日はひな祭りの集いを行いました。導入として、『ひなまつり』の歌や絵本、製作

などを行ない、季節の行事を遊びを通して感じる機会になりました。ロビーに飾られたひな人形に

も登園時や降園時に気づいて指をさしたり触ったりして関心を示す様子が多く見られました。見

慣れない物であるからこそ興味を示すお子さまが多かったように思います。当日は各クラスでひな

人形を見に行ったり、ひなあられを食べたりしました。給食では、ちらし寿司の提供があり、一日を

通して普段と違った雰囲気を味わうことができたように思います。

遊びの中で、季節の行事にもたくさんふれあうことができました。お子さま一人ひとりの興味の幅も広がり、新しい一面

を見られる機会にもなりました。これからも四季折々の行事に触れながら、お子さまの成長を共に見守り、支援をしていき

たいと思います。 （吉武）

【きらきら】 ひなまつりの行事では、ひなまつりの歌に合わせてパネルシアタ―を行いました。行事が

始まる1週前から玄関にひな人形を飾っていたこともあり、“知っている”と感じるお子様もいたように

感じます。歌を歌った後はお内裏様とお雛様の製作に取り組みました。雰囲気や画用紙の形で“普段

と違う”と感じるお子様もいらっしゃいましたが、保護者の方と一緒に製作に取り組むことができました。

この1年を通して、様々な行事を経験してきました。初めて取り組む行事では、何をするのか分から

ず戸惑う様子も見られましたが、繰り返し経験していく中で行事の雰囲気に慣れたり、興味を持ったり

する姿が少しずつ見られるようになったように思います。これからもお子様のペースで様々な経験が積

めるよう、日々の療育活動や行事内容を考えていきたいと思います。（北野）
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新園長ご挨拶 ～一人ひとりの育ちを立ち切に、園・家庭・地域をつなぐ支援を目指して～

３月15日（日）の勉強会では、サポートセンター曙より講師をお招きしました。北代氏には「成人期以降の各事業所

について」、太田氏には「幼少期から始める就労支援」をテーマにお話しいただきました。いずれも小さなお子さんを持

つ父親の視点に立った内容で、「今日から実践できるヒント」が多く含まれた大変有意義な時間となりました。

後半の交流会では、新たにパネルディスカッション方式を採用しました。それぞれの

お父様方が現在の心境や講話の感想を語り合い、互いに深く共感し合える場となりま

した。今後も、父親同士が繋がり、支え合える交流の場を継続して企画していきたいと

思っております。（池﨑）

ひな祭り行事 ～ 四季折々の行事を大切に ～

第３回お父さんのための勉強会・交流会

今年度最後のひまわりっこクラブを３月２５日に行ないました。卒業式・修了式を終え、春休みに入ったばかりのお兄

ちゃん、お姉ちゃんたち１１名（７家庭）が参加してくれました。今年度で３年目となるひまわりっこクラブもきょうだいが集

まる場として少しずつ定着してきたように思います。１度参加してくれたきょうだい児さんは継続して参加してくれ、少しず

つきょうだい児同士のつながりもできてきました。

今年度最後の会は親子でスノードーム作りをしたり、ビンゴゲームをしたりと親子の時間を楽しんでいただきました。３

月の会ではいつも保護者の方からお手紙を渡していただき、ぎゅっとハグもお願いしています。ひまわりっこクラブを通し

て、親子の時間を設けてもらったり、コミュニケーションのきっかけになれば嬉しく思います。

また、卒園される方には７月２５日（土）に卒園児向けのひまわりっこクラブの案内をお渡

ししました。卒園後もつながりがあること、きょうだいが集まる場があることをお伝えしました。

今後も継続して開催し、きょうだい児が主役になれる場、自分と同じ立ち場の人とつながる

場を作っていきたいと思います。 （主任・泉川）

卒園式・修了式を終えて ～ これからも自分らしく ～

【あおぞら】 ３月２７日の卒園式では、お子様一人ひとりが、あおぞら園でこれ

まで積み重ねてきた力をしっかりと発揮する姿が見られました。証書授与では、

お名前を呼ばれると自分から受け取りに行ったり、順番を待つことができたりと

１つひとつの場面で、大きな成長を感じることができました。

歌「みんなともだち」では、友だちや先生と気持ちを合わせて、合いの手の

「（ピースサインをしながら）イエーイ」と歌う姿が印象的で、育んできた関わり

やつながりを感じました。スライドショーでは、これまでの園生活を振り返りなが

ら、お子様の成長の過程を改めて実感することができ、保護者の方々とともに、

その歩みを共有する大切な時間となりました。

当日のお子様の姿は、日々の療育や生活の中で少しずつ積み重ねてきた経験の成果であり、お子様自身の大きな自

信につながるものとなったと感じています。今後もそれぞれの新しい環境の中で、自分らしく力を発揮していってくれるこ

とを願っています。 （井坂）

【きらきら】 きらきら卒園、修了おめでとうございます。今年度のきらきら卒園式・修了式は、保護者の皆様でお子様の成

長を振り返る機会を設けさせて頂けたらと思い、クラスに応じて保護者懇談会を行ないました。きらきらを利用した期間

はお子様によって様々ですが、当初の姿を思い返しながらお子様それぞれの成長を振り返ったり、今の悩みを共有した

りと充実した時間が過ごせたのではないかと思います。

卒業式・修了式では、卒園証書、がんばったね賞を授与しました。どこかいつもよ

りも張り切って証書を受け取る姿を見て、一人ひとり過ごした日々を思い返しなが

ら、たくましくなったなと感じる瞬間でもありました。毎週きらきらに通っていただいた

事、保護者の皆様には心より感謝を申し上げます。きらきらの療育を通してお子様

と向き合った日々は、これからの親子関係を築いていくうえでも、かけがえのない経

験として今後の人生の支えになるのではないかと感じています。

4月から新しい環境になるお子様がほとんどですが、お子様自身、不安や緊張

でいっぱいだと思います。保護者の皆様にはどうか温かい目で見守って頂き、家庭

の中が安心できる場であるようにその時その時の姿を受け止めて頂けたらと思い

ます。一年間本当にありがとうございました。 （藤原）

このたび、明石市立あおぞら園・きらきらの施設長・園長に赴任いたしました、東川博昭

（ひがしかわ ひろあき）と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

私はこれまで、明石市立小学校・養護学校の教員、養護学校校長をはじめ、明石市教育

委員会事務局学校教育課、福祉局発達支援課、明石市立発達支援センター相談担当主

幹など、教育と福祉の両面から子どもたちの育ちに関わる仕事に携わってまいりました。こう

した経験を生かし、このたびご縁をいただいて、当園で務めさせていただくこととなりました。

当施設は、平成21年（2009年）に社会福祉法人三田谷治療教育院が明石市の指定管理を受けて開園しました。

法人の基本理念である「治療教育」に基づき、子ども一人ひとりの発達や特性に応じた療育を大切にしながら、日々の

支援に取り組んでおります。

私たちは、子どもたちのよりよい成長を支えることはもちろん、保護者の皆さまの思いにしっかりと耳を傾け、安心して

相談していただける園でありたいと考えております。また、子どもたちが地域の中で当たり前に暮らし、健やかに育ってい

けるよう、地域とのつながりを大切にし、理解を広げていくことも当園の大切な役割です。

園・家庭・地域が力を合わせ、子どもたち一人ひとりが自分らしく輝き、夢や目標に向かって歩んでいけるよう、職員一

同力を尽くしてまいります。今後とも、本園の活動にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ひまわりっこクラブを開催しました ～ 継続したきょうだい児支援を ～
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